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福島第二小学校 学校だより 

４月６日(月)に令和２年度がスタートし、「新しい学年でこれからがんばろう」とい

う思いで子供たちは胸を膨らませていたに違いありません。しかし、二日後の８日に市

内すべての小・中・特別支援学校が臨時休校となりました。前年度３月の臨時休校も加

えると、約３ヶ月にわたって子供たちは家庭で過ごすことになりました。この期間中、

一斉登校日や分散登校日を設け、子供たちは何度か学校に登校したものの、新しい担任

との授業が十分にできず、友達との交流も図れず、通常の教育活動が進められませんで

した。子供たちにとっては、相当なストレスを抱え、戸惑いを感じていたことと思いま

す。 

ようやく６月１日から、全校生が登校し、本格的に学校再開となります。子供たちも

この日を待ち望み、改めてこれからの学校生活を楽しみにしていることと思います。子

供たちの期待に応えられるよう、本校職員一丸となって教育活動を進めていきたいと思

います。 

そこで、学校再開にあたっては、健康で安全な学校生活が送れるようにすることを最

優先に考え、これまでもお知らせしてきましたが、以下について対策を徹底してまいり

ます。 

１「密閉」・「密集」・「密接」の３つの密の回避 

（１）毎時間ごと、教室内の換気を行う。 

（２）濃厚接触を避けるため、机の配置等に配慮する。 

（３）近距離での会話や発声に留意した指導に心がける。 

２ 感染症予防対策の徹底 

（１）手洗い・うがい・咳エチケット（マスク着用）を徹底する。 

（２）多くの子供たちが手を触れる場所の消毒（１日１回以上）を行う。 

（３）給食前の食前の手洗いを徹底し、周囲との距離を確保する。 

（４）感染の可能性の高い実技指導等の実施時期やリスクの少ない指導方法につい 

   て検討する。 

３ 家庭との連携 

（１）毎朝、お子さんの検温と風邪症状を確認し、健康チェックカードに記入してく

ださい。発熱があった場合は、登校させず自宅で様子を見てください。 

（２）学校に登校し、発熱があった場合には、原則、早退となります。 

未曾有の危機とも呼ばれる今回の新型コロナウイルスの感染症に対して、だれもが不 

安や恐れの気持ちを抱いていることと思います。しかし、感染症に対し正しい知識をも

ち、予防対策をみんなで一致団結して取り組めば、必ずこの難局を乗り越えられるもの

と思います。学校としても精一杯の対策を講じてまいります。保護者の方々のご理解と

ご協力を何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 


